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「ダイアルアップIP接続でのインターネットは、や
っぱり遅い！　かといって、速くするのにISDNや
56Kモデムを導入するのはお金がかかるので、し
ょうがないからこれで我慢」そう思っている人は多
いだろう。でも、あなたの今の環境は、本当にその
実力を出し切っているだろうか。お金はかけずにち
ょっとした工夫で、快適なインターネットを味わう
ことができるのだ。ここでは、そのためのいくつか
の「技」を一気に紹介しよう。
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「キャッシュ」を増やそう

WWWブラウザーで速度を改善するための重要な要素

が「キャッシュ」だ。適切に設定するのはちょっと難し

いが、得られる効果は大きい。

最近のWWWブラウザーには、

速度を向上させるためにキャッシュ

という機能が付いている。キャッシ

ュとは、一回読み込んだデータを

ためておく機能のことだ。一度入

手したデータを蓄えておくことで、

二度目以後にそのデータをサーバ

ーから読もうとしたときに、実際に

は蓄えておいたキャッシュのデータ

を使う。これによって、通信にか

かる時間を省略して、速度を向上

させる。

インターネットエクスプローラ

（以下IEと表記）やネットスケープ

ナビゲーター（以下ネットスケープ

と表記）などのブラウザーでは、キ

ャッシュの容量を調整できるように

なっている。ブラウザーのキャッシ

ュには「メモリーキャッシュ」と

「ディスクキャッシュ」があり、前

者はキャッシュを文字通りメモリー

メニューから「オプション」を選び、「詳細
設定」の中の「インターネット一時ファイル」
で「設定」ボタンを押す。「使用するディス
ク領域」の容量を調節する。目盛りの棒を
右にずらすほど、ハードディスクにためてお
くデータの量は多くなる。容量を決めたら
「OK」ボタンを押す。

メニューから「インターネットオプション」
を選び、全般の中の「インターネット一時フ
ァイル」の「設定」ボタンを押す。使用する
ディスク領域」の容量を調節する。目盛り
の棒を右にずらすほど、ディスクキャッシュ
は多くなる。調節したら「OK」ボタンを押
す。

（1）メニューの「オプション」の中から「ネ
ットワークの設定」を選び、「キャッシュ」
を選択する。

（2）キャッシュの設定画面。ディスクキャ
ッシュとメモリーキャッシュの2つを調整で
きる。容量を決めて「OK」ボタンを押せば
完了。メモリーキャッシュはあまり増やすと
他のアプリケーションに影響するので、具合
を見ながら調整しよう。

（1）メニューの「編集」から「設定」を選
び、右のリストの中に注目しよう。「詳細」
の右の「＋」印をクリックする。

インターネットエクスプローラ

ネットスケープナビゲーター

「キャッシュ」をクリックすると設定画面に
なる。ディスクキャッシュとメモリーキャッ
シュの2つを調整し、容量を決めて「OK」
ボタンを押せば完了する。メモリーキャッシ
ュはあまり増やすと他のアプリケーションに
影響するので注意しよう。

※インプレス・ラジオのホームページ（http://www.impress-radio.com/）のURLを入力して
リターンキーを押してから、完全にページが表示されるまでを計測した。「キャッシュされていな
い場合」の計測にあたり、メモリーキャッシュとディスクキャッシュは消した。

に、後者はハードディスクに蓄える

ようになっている。ハードディスク

よりもメモリーのほうが読み出すの

が速いため、メモリーキャッシュが

多ければ最大の効果が得られる。

ただし、メモリーはハードディスク

に比べてサイズが小さいため、それ

ほど巨大なサイズを割り当てること

はできないし、データの保存は一時

的なものだ。これに対してディスク

キャッシュは、メモリーに比べれば

速度は遅いもののモデムなどを使っ

た通信に比べれば格段に高速なア

クセスが可能で、ある一定の期間

内は消えることがないという利点が

ある。

なお、ディスクキャッシュのサイ

ズは最低30Mバイト程度に設定す

れば快適に使えるだろう。大体1ペ

ージあたり100Kバイトとして、

300ページほどためられる。

s

s

3.0の場合

4.0の場合

3.0の場合 4.0の場合

■グラフ1

キャッシュされている場合　　　　キャッシュされていない場合

インターネットエクスプローラ3.0

ネットスケープナビゲーター3.0

3.53秒

8.84秒

3.02秒

10.98秒

105 150

（秒）
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プロキシー（代理）サーバーとい

うのは、文字通り自分の代理にな

ってくれるサーバーのことで、大き

く分けて2つの意味がある。

1つ目はファイヤーウォールと呼

ばれるセキュリティーのための機能

として働く部分だ。自分で直接サ

ーバーにつながずに、代わりにプロ

キシーサーバーにサーバーとの仲介

をしてもらうということである。

もう1つの機能が、キャッシュと

しての機能だ。「技・その1」はブ

ラウザー側でのキャッシュについて

解説したが、こちらは自分のプロ

バイダー側にあるのが特徴だ。ブラ

ウザーからプロキシーサーバーにつ

なぎ、プロキシーサーバーがブラウ

ザーが指定したサーバーに接続す

る。プロキシーサーバーはデータを

ディスクに保存しておき、次のブラ

ウザーが同じURLに接続しようと

（1）メニューの「表示」から「オプション」
を選ぶ。

（2）設定の画面になるので、「接続」を選択
する。

（3）「プロキシーサーバー経由で接続する」
をチェックして、「設定」ボタンを押す。

（4）プロキシーサーバーのアドレスを指定す
る。ポート番号も忘れずに。分からない場合
は、プロバイダーに問い合わせよう。必要の
ない欄は空白のままでいい。入力したら
「OK」ボタンを押す。

（1）メニューの「オプション」から「ネット
ワークの設定」を選択する。

（2）設定の画面になるので、「プロクシ」を
選択する。

（3）「手動でプロクシを設定」をチェックし
て、「表示」ボタンを押す。

（4）プロキシーサーバーのアドレスを入力す
る。分からない場合はプロバイダーに問い合
わせる。必要のない欄は空白のままでいい。
入力したら「OK」ボタンを押せば完了する。

※プロバイダーのIIJにダイアルアップで28.8Kbpsで接続して、米国の朝日新聞のページ
（http://www.asahi.com/）のURLを入力してリターンキーを押してから、完全にページが表示
されるまでの時間を計測した。計測にあたり、キャッシュはクリアした。

インターネットエクスプローラ

ネットスケープナビゲーター

地味な存在なのであまり気付かないかもしれないが、

プロキシーサーバーはインターネットを使ううえで、実

はかなり重要なものだ。

した場合に、実際にはサーバーか

らではなくそのディスクキャッシュ

からデータを取得する。

このキャッシュの共有ともいうべ

き機能に関しては、ユーザー側の

高速化以外にも、インターネット

に無駄なトラフィックを増やさない

というメリットもあるため、活用し

たほうがいい。有名サイトは多くの

ユーザーがアクセスするため、プロ

キシーサーバーのキャッシュにはデ

ータのある可能性が高い。

S o - n e t 、 B I G L O B E 、

BEKKOAME/INTERNET、リムネ

ッなど、利用者の多いプロバイダ

ーのほとんどがプロキシーを用意し

ている。入会時にもらったマニュア

ルに書いてある場合が多いので、

確認してみよう。ただし、プロバイ

ダーによっては用意していないとこ

ろもある。

3.0の場合

3.0の場合

s

s

s

s

f

f

プロキシーサーバーを使おう

■グラフ2

プロキシーサーバーを使った場合

プロキシーサーバーを使わない場合

インターネットエクスプローラ3.0

ネットスケープナビゲーター3.0

34.51秒

29.20秒

38.10秒

27.33秒

105 150
（秒）
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FTP専用ソフトウェアを使おう

インターネット上でファイルを得

る方法には、大きく分けて2つあ

る。1つはウェブページを見るのと

同じ「HTTP」というプロトコル

（コンピュータ同士でデータをやり

とりするための手順のこと）。もう

1つが「 FTP」（ File Transfer

Protocol：ファイル転送プロトコ

ル）という、ファイルをやりとりす

るためのプロトコルだ。

最近は、HTTPプロトコルでファ

イルを入手できるようにしてあると

ころが非常に増えているが、FTP

プロトコルを使って入手できる場合

にはそちらを選択しよう。最近の

WWWブラウザーには、FTPプロ

トコルで転送できる機能も付いて

いることが多いので、WWWブラ

ウザーでもFTPサーバーに接続でき

るが、WWWブラウザーはHTTP

サーバーに接続することが主な目的

として作られている。それに対し

て、FTP専用ソフトウェアは、

（1）付録CD-ROMAの「WIN」フォルダー
の 「 F t p e x 」 フ ォ ル ダ ー を 開 く 。
「ftpx1010.zip」というファイルを展開する。
展開した中の「Setup.exe」ファイルをダ
ブルクリックすると、自動的に組み込まれる。

（2）付録CD-ROMAの「Ftpex」フォルダ
ーの「Japanese」というフォルダーを開く。
「Jpn-res.zip」というファイルを展開した
「Ftpxres.dll」を、FTP Explorerが組み込
まれたフォルダーにコピーする。

（3）スタートメニューから「FTP Explorer」
を選択して、起動する。接続先を指定する
画面になるので、FTPサーバーのアドレスを
入力して、「接続」ボタンを押す。

（4）取得したいファイルを選んで右クリッ
クし、「ダウンロード」を選ぶ。

（1）付録CD-ROMAの「MAC」フォルダ
ーの中の「Fetch-J」フォルダーを開く。中
のFetch3.0.3J2.cptというファイルを展開
する。

（1）付録CD-ROMAの「MAC」フォルダ
ーの中の「Fetch-J」フォルダーを開く。中
のFetch3.0.3J2.cptというファイルを展開
する。

（3）取得先のサーバー名を入力する。ユー
ザー名には「anonymous」、パスワードに
は自分のメールアドレスを入力する。

●画像22
（4）取得したいファイルが見つかったら選
択して「受信」ボタンを押すと、転送が始ま
る。

ウィンドウズ95の場合

（「FTP Explorer」を使用）

マッキントッシュの場合

（Fetchを使用）

CD-ROM収録先
FTP Explorer：A WIN→Ftpex
Fetch：A MAC→Fetch-J

インターネット上のFTPサーバーからファイルを入手

する場合は、WWWブラウザーを使うよりFTPソフト

ウェアを使ったほうが、ファイルを速く取得できる。

FTPサーバーからファイルを転送す

るための専用ソフトだ。実際に、

同じFTPサーバーにある同じファイ

ルを、WWWブラウザーとFTPソ

フトウェアで転送してみて時間を計

測したところ、FTPソフトウェアの

ほうが速かった（グラフ3）。また、

FTPには「レジューム」と呼ばれ

る、中断した部分からのダウンロ

ードの再開機能がある。転送をい

ったん中断して、次の日に続きの

部分からファイルを入手するという

技も可能だ（FTP専用ソフトウェ

ア、FTPサーバーが両方ともレジ

ューム機能に対応している必要が

ある）。

以上のように、FTPはファイル

の転送を目的にしたプロトコルなの

で、HTTPファイルを読むことを目

的に作られたHTTPプロトコルより

有利な点がいくつかある。FTPで

転送できる場合はFTPソフトウェ

アを使うほうがいいだろう。

s

s

f
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■グラフ3

FTPソフトウェアを使用

WWWブラウザー（インターネットエクスプローラ3.0）を使用

21 30

（分）

4 5 6 7 8 9 10

※インプレス社内のパソコンから社内のプロキシーサーバーのキャッシュに読み込み済みのファ
イルを転送して、時間を計測した。計測にあたり、ディスクキャッシュとメモリキャッシュはク
リアした。

ftp://ftp.netscape.com/pub/communicator/4.03/shipping/english/windows/
windows95_or_nt/professional_edition/cp32e403.exe（16.02Mバイト）

6分49秒

5分52秒

+CD-ROM+CD-ROM
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テレホーダイを使っている人は、

当然そのサービス時間内にウェブ

ページを見て回りたいわけだが、そ

れを行っているとどうしても深夜遅

くまで起きていなくてはならない。

しかも、テレホーダイの時間帯は多

くの人がインターネットを利用して

いるため、ネットワークが重く、快

適にブラウズできない。

自動巡回ソフトは特定のウェブ

ページを事前に登録しておくこと

で、指定された時間にこれらのペ

ージを一気に、文字通り巡回して、

そのときに集めたデータをハードデ

ィスクに保存しておいてくれるもの

だ。

これにより、ネットワークが空い

ている明け方などに自動巡回ソフ

トを動かしておき、時間の余裕の

あるときに、保存されているデータ

を自分のマシンのハードディスクか

らブラウズすることができるという

わけだ。

（1）付録CD-ROMAの「WIN」フォルダー
の「Webauto」フォルダーをハードディス
クにコピーして、中の「wa210s.exe」を
ダブルクリックする。

（2）自動的にファイルが展開されるので、
フォルダーの中の「Setup.exe」をダブルク
リックするとソフトが組み込まれる。終わっ
たら「WebAuto V2.10」を選択して起動
する。

（4）メニューの「ファイル」から「設定」
を選択する。

（5）設定画面になる。大事な項目は「環境」
「接続」「タイマ予約」の3つ。この3つは最
低限設定しよう。

（6）「タイマ予約」で時間を指定する。時間
帯を6つまで指定できる。

（1）付録CD-ROMAの「MAC」フォルダ
ーの中の「PermanSurfer」フォルダーを開
く。「68K」の中の「as2068k.sit」（パワ
ーマックの場合は「PowerPC」の中の
「as202ppc.sit」）を展開する。

（2）展開したフォルダーの中の「Perman
Surfer 68Kn」をダブルクリックして起動す
ると、自動的にインストールされる。

（3）初期画面。ここに、巡回するページの
タイトルが表示される。

（4）メニューの「接続先」から、「接続先設
定」を選択する。巡回するスケジュールを設
定する。入力したら「設定」ボタンを押す。

（5）メニューの「波乗り」から「環境設定」
を選択する。接続してからの動作などを設定
する。

（6）メニューの「波乗り」から「波乗り開
始」を選択すれば、スタートする。

ウィンドウズ95の場合

（「ウェブオート」を使用）

マッキントッシュの場合

（「Perman Surfer 波乗り野郎」を使用）

時間をずらして
巡回ソフトを使おう

536ページの「プロバイ

ダー話中度調査」を見て

いただければ分かるよう

に、一日の中で、接続す

る人が多くて混雑する時

間帯は必ずある。混雑を

避けるために、「ホームペ

ージ自動巡回ソフト」を

使おう。

s

d
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d

s

ff

※このページで紹介するソフトウェ
アは、シェアウェアです。継続して
利用する場合は、作者に送金する必
要があります。
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Traceroute（トレースルート）ソフトを活用しよう

Traceroute（トレースルート）

やPing（ピン）というのは、ネッ

トワークの状態を調べるためのソフ

トだ。大きなファイルを転送する際

には、2 9 3 ページで紹介する

「技・その7」を生かすためにも、

使い方を覚えておいてほしい。

これらのソフト（特にTraceroute）

は、あまり使うとネットワークに負

荷をかけてしまうため、頻繁に使

うべきではないが、自分が使うネッ

トワーク状態を認識しておくことは

大切だ。

Pingは、指定したアドレスのサ

ーバーに対して、そのサーバーが稼

働しているか、そのサーバーまでの

通信にどのくらいの時間がかかるの

かなどを調べるツールである。

Tracerouteは、文字通り指定

したアドレス（サーバー）まで、ど

ういった経路を通ってアクセスして

いるのかを調べるものである。

CD-ROM収録先
Wsping：A WIN→Wsping
WhatRoute：A MAC→whatroute

（3）コピーしたショートカットをダブルクリ
ックして、Wsping32を起動する。

（6）「Ping」ボタンを押すと、指定したサ
イトに連続してデータを送って反応が返って
くるまでの時間が表示される。「ms」はミ
リセカンドの略。

（5）コンソール画面にTracerouteの経路情
報が刻々表示される。図で、「8」の部分は
「timed out」になっている。この部分のネ
ットワークが混んでいると判断できる。

（2）「Wsping32.exe」のショートカットを
作成して、デスクトップにコピーする。

（1）付録CD-ROMのA「MAC」フォルダ
ーの中の「Whatroute」フォルダーをコピ
ーして、「whatroute-143-fat.sit」を展開
する。

（ 2 ） 展 開 し た フ ォ ル ダ ー の 中 の
「WhatRoute1.4.3（68k）」を起動すると、
自動的に組み込まれる。

（ 3 ） イ ン ス ト ー ル さ れ て で き た
「WhatRoute」というアイコンをダブルクリ
ックで起動すると、初期画面が表示される。

（4）「Host」の欄に調べたいサーバーのアド
レスを入力する。「Trace」ボタンを押すと、
Tracerouteが開始される。

（5）結果が表示される。今度は「Ping」を
実行してみよう。「Trace」ボタンを押すと
メニューが表示されるので、「Ping」を選ぶ。
「Ping」ボタンを押せば開始される。

（6）Pingの結果が表示される。右端から2
列目の数字は、データを送ってから相手先の
サーバーが信号を送り返してくるまでの時
間。単位はミリセカンド。

ウィンドウズ95の場合

マッキントッシュの場合

（「WhatRoute」を使用）

（4）調べたいサイトのURLを入力して、
「Trace」ボタンを押す。

（1）付録CD-ROMAの「WIN」フォルダー
の中の「Wsping」フォルダーをハードディ
スクにコピーして、中の「Wsping32.zip」
を展開する。

s s

s s
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ff
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ff

+CD-ROM+CD-ROM
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最近のWWWブラウザーの進化

は非常に速く、原稿執筆時の10月

1日にもついにインターネットエク

スプローラ4.0の正式版がリリース

された。最新のブラウザーでは新し

い機能の搭載ももちろんだが、従

来の機能の向上も当然行われてい

る。

読み込み速度などは速くなって

いくのが常だし、HTMLの解釈の

処理などは常に高速化されていく。

速度向上のための機能追加が行わ

れている場合もあるし、ベータ版で

もない限り遅くなっているというこ

とは少ない。

コンピュータの性能によっては、

新しい機能のせいで、ブラウザー自

体の起動時間が長くなることはあ

るが、基本的なHTMLドキュメン

トの表示に関して考えれば、安全

確実で速度も速い最新ブラウザー

を選ぶのは、間違った選択ではな

い。
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必要に応じてテキストだけの
表示にしよう

（1）メニューの「表示」から「オプション」
を選ぶ。

（3）メニューの「オプション」にある「画像
の自動読み込み」のチェックを外す。

（4）チェックを外すと、図のような画面になる。
本来表示されるべき画像の大きさが枠線で表示
されるので、ページの構成は崩れない。

（2）「情報」を選択する。「マルチメディア」
という項目の中で、画像やサウンド、ビデオ
を表示するかどうかを選択する。設定したら
「OK」ボタンを押す。

ネットスケープ、インターネットエクスプローラともに、バージョン4.0にすると画像の表示やJavaの動作が速くなる。

ウェブページでは、実際に見たいのは文字による情報で

あることのほうが多い。画像を表示しないように設定す

れば、無駄な通信時間が省ける。

ブラウザーの進歩という

のは、ごぞんじのとおり非

常に速く、当然速度も向

上している。これを活か

さない手はない。

インターネットエクスプローラ

ネットスケープナビゲーターの場合

3.0の場合

※パソコンから各ブラウザーで、ハードディスク上にある、4.02MバイトのJPEG画像だけを表
示するページを読み込み、表示するまでの時間を計測した。計測にあたり、メモリーキャッシュ
とディスクキャッシュは消して、ブラウザーは全画面表示にした。

■グラフ4

読み込み速度

インターネットエクスプローラ4.0

ネットスケープナビゲーター4.0 39.21秒

32.95秒

56.38秒

50.82秒

2010 300 （秒）40 50 60

インターネットエクスプローラ3.0

ネットスケープナビゲーター3.0

最新ブラウザーに乗り換えよう！

HTMLドキュメントの利点は、

ハイパーリンクが使えることに加え

て、画像と文字を同時に見ること

ができる点にある。

しかし、検索サイトなどが重要

なサービスであることからも分かる

とおり、一番大切な情報というの

は実際にはやはり文字ではないだろ

うか。

また、画像というのはデータ量が

多く、その分表示時間がかかって

しまうため、大きな画像が置かれ

ているページや、小さい画像でも量

が多く置かれているページは、ずい

ぶんと表示速度が遅いページ、い

わゆる重いページになってしまう。

そのために、大抵のブラウザーに

は画像を自動的には取り込まない

設定ができるようになっている。こ

れを設定すると、テキストの部分

だけを取り込んで、画像はクリッ

クするなどの指定がないと取り込ま

れないようになる。このため、ペー

ジによっては著しく速度が向上す

ることになる。しかし、画像を取

り込まないと意味が分からないペー

ジもあるので注意しよう。
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CD-ROM収録先
ネットスケープナビゲーター：A WIN→Netscape
インターネットエクスプローラ：A WIN→Msie40+CD-ROM+CD-ROM
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ミラーサーバーを使おう
WWWサーバーには、同じ内容を持ったサーバーを別のプロバイダーのサーバーに置いている場

合があり、それらのサーバーをミラーサーバーという。ネットワーク上で自分のパソコンからもっ

とも近いサーバーを利用すると速度を上げられる場合がある。なお291ページで紹介した

Tracerouteを活用すれば、効果が確かめられるだろう。混んでいるときには、他のミラーサーバ

ーを選ぶのもいいだろう。自分が利用するプロバイダーがインターネットでどのような位置にいる

かは、巻末の「プロバイダー接続マップ」を見よう。

プロバイダーの電話番号に注目！
プロバイダーの電話番号には、いくつかの番号がある場合があるが、基本的に一番上などの誰

もが使いそうな番号を避けると、混雑していないサーバーにつながり、転送速度が速くなる場合

がある。余談だが電話もかかりやすい場合があるので、試してみるといいだろう。

FTPサイトを選ぼう
FTPサイトも、技・その8の「電話番号」と同じで、ウェブページで一覧で表示されている場

合は、一番上にあるサイトを選ばないほうがいい。人の習性として上の方から選ぶ人が多いの

で、裏を読んで下の方のリストを選ぶと速い可能性がある。

自分の使っているプロバイダーがあまりにも遅い場合には、プロバイダー乗り換えの前準備とい

う感じで、無料プロバイダーでほかのプロバイダーの感触を知ってみるのもいいかもしれない。

サーバーが反応してくれない場合などに何度もクリックを行うと、動きだした途端に今までのク

リックが一斉に有効になって、無駄なアクセスを行ってしまう場合がある。少し様子を見るなど

の対処も必要だ。

フリーソフトウェアがダウンロードできる
「窓の森」には、十数箇所のミラーサーバー
が用意されている。

ネットスケープのダウンロードページ。一番
上のサイトは人気が集中しやすいので、下か
ら2、3番目くらいがちょうどいいかも。

アスキー・インターネット・フリーウェイの
ページ（http://www.aif.or.jp/support/
index_d.html）。オンラインサインアップ用
ソフトがダウンロードできる。

高速化への強力な武器
「リンク先読みソフト」は使えるぞ！

インターネットアクセラレータ
発売元：住友金属工業株式会社
価格：5,800円
関連情報：http://www.smisoft.ssd.co.
jp/uty/ia/index.html

WebFetch
フリーソフト
関連情報：http://pweb.ar.aix.or.jp/
̃kharada/

Peak Jet
発売元：株式会社エム・ピー・テクノロジー
価格：5,800円
関連情報：http://www.mptech.co.jp/
NetJet/

無料プロバイダーを使うのも手だ

D
反応が遅くてもやたらとクリックしない

人間がブラウザーを使ってウェブページ

を見ている場合、当然そのページを読み

終わってからつながっているリンクをクリ

ックして、新しいページを読み込むことに

なる。しかし、実際には読んでいる間の時

間というのは、CPUもあまり使われてい

ないし、ネットワークも利用されていない

ことになる。

「リンク先読みソフト」と呼ばれるこれ

らのソフトは、その人がウェブページを読

んでいる空き時間を利用して、今のペー

ジからリンクが張られている場所を先にキ

ャッシュに読み込んでおくという動作をす

る。そうすれば、リンクをクリックしたと

きには、すでにキャッシュにあるデータを

読み出すだけで次のページがブラウズでき

るため、快適かつ効率のいい閲覧が行え

るというわけだ。

もちろん、そのページからリンクが張ら

れていない、なんの関係もないページに移

る場合には無力だし、先読みが終了する

前に次のページへ移動しようとした場合に

も真価を発揮できないが、確率的にはそ

のページにあるリンクを使うことが多いだ

ろうから、なかなかの効果をあげるだろう。
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